
   

25 日 獣 発 第 256 号 

平成 25 年 12 月 18 日 

 

地方獣医師会会長 各 位 

 

公益社団法人 日本獣医師会 

会 長  藏 内 勇 夫 

(公印及び契印の押印は省略) 

 

年末・年始及び春節における口蹄疫等に関する防疫対策の強化について 
 

このことについて、平成 25年 12月 11 日付け 25 消安第 4271 号をもって、農林水

産省消費･安全局長から別添のとおり通知がありました。貴会関係者に周知方よろしく

お願いいたします。 

このたびの通知は、①我が国での口蹄疫の発生は、平成 22 年 8 月以降確認されて

いないものの、ロシアや中国をはじめとした近隣諸国においては、引き続き発生が見

られること、②特に平成 22 年 1 月以降近隣諸国で発生が確認されていなかった口蹄

疫（Ａ型）が、本年 2 月に広東省の豚農場で発生以降頻発し、発生地域を拡大させて

いることから、我が国への口蹄疫ウイルスの侵入リスクが以前よりも高い状態にある

と考えられること、③これまで我が国で発生のないアフリカ豚コレラについては、

2006 年以降、コーカサス地方とその周辺で発生が続いており、今後拡大が懸念される

こと、④これから年末・年始及び春節を迎えるに当たり、アジア地域における人・物

の移動が盛んになり、さらに来年 2 月には、ロシアのソチで冬季オリンピックが開催

され、海外渡航者が増加することが見込まれることから、これらの地域で発生が認め

られている口蹄疫やアフリカ豚コレラのウイルスが我が国に侵入するおそれもあり、

より一層の口蹄疫等に関する情報の共有に務め、改めて畜産関係者等の危機管理意識

を高めるとともに、我が国におけるこれらの発生を未然に防ぐため、口蹄疫等の発生

予防措置の徹底及び監視体制の強化に万全を期すよう、都道府県知事に通知した旨、

本会会員に了知の上、円滑な防疫対策の実施について協力を依頼されたものです。 



   

併せて、家畜防疫の重要性を十分に理解の上、適切な対応がなされるよう指導の協

力も依頼されております。 

 

本件内容の問合せ先 

公益社団法人 

日本獣医師会：事業担当 笹川 

TEL  03－3475－1601 
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